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　助成事業の概要

　平成 20 年にも助成していただき、視覚障害児
童・生徒の教育環境を知るための講習会を開催し、
その後、点字教科書や触読についての学習もしま
した。近年では、視覚に障害があっても地域の学
校へ通うことができるようになりました。しかし
教員は点字を知りませんし、視覚障害を正しく理
解し点字で教育をするには相当の時間が掛かりま
す。まずは現状を知り、そこから私たち点字技能
師にどのような支援ができるのかを考えたいと思
い、平成 23 年 12 月に大阪で講演会を開催し、
様々な立場の 4 人の講師からお話を伺いました。
1 日目の講師は長年盲学校で教鞭を取り、点字教
科書の編集にも携わり、退職後の現在では、視覚
障害の子供を対象に開催する「科学へのジャン
プ」のスタッフでもあり、盲教育経験が豊富な鳥
山由子氏。2 日目の講師１人目は、視覚障害児が
いる小学 1 年の担任をしている井上良子氏。普
段の学校での様子や学ぶための工夫、問題点など
を話していただきました。2 人目は、元教員で、
現在は視覚障害児数名をボランティアの立場でサ
ポートしている山本有美子氏。3 人目は、点字技
能師であり、点訳ボランティアとして高校生の教
材支援をしている長江まゆみ氏でした。

　事業の成果

　鳥山氏には、視覚障害の生徒の教育法について
話してもらいました。一般校で、見える子と一緒
に同じ時間内に学ぶことの難しさがよくわかりま

した。また、見えない子にもきちんとした教育を
すれば、能力は伸び、将来社会に出ても自立でき
ることも分かりました。生活面において、一般校
にいると陥り易い「甘え」、人数が少ない盲学校
の長所・短所などもあり、初めて知ることも多く、
有意義な講演でした。井上氏には、一般校で見え
る子と一緒に学んでいる子の学校での生活の様
子や学習の工夫、支援してくださるボランティア
の支援の仕方、他の児童の保護者の反応、他の先
生方の関わり方などを話してもらいました。もう
すぐ入学して 1 年になりますが、現時点では他
の保護者からの苦情などは出ておらず、運動会で
は温かい声援をいただき、とても嬉しかったそう
です。現在は盲教育資格がある井上氏が担任です
が、長くても 2 年、その後担任が変わります。
本人にもその方がいいけれど、他の先生方は点字
を知りませんし、学年が進んでいく子の教育には
より点字を理解している必要があります。その点
を心配しているそうです。山本氏には、教員時代
の視覚障害児の教育と、退職後はボランティアと
してサポートしている体験の中で、点字を習いた
ての先生が点訳するご苦労を話してもらいまし
た。点字に関しては疑問点を質問するところがあ
ること、同じ大変さを理解し合う人がいることが
心強いと強調されていました。長江氏には、点訳
ボランティアが仕事として高校生の教材点訳をす
る際の制度や間に入る業者のこと、学校側の無理
解や行政の関わり方を話してもらいました。学校
に出向いて点訳しているにも関わらず、点訳を依
頼している生徒と実際に会ったのは、点訳を始め
てから数カ月後だそうです。規則や制度に縛ら
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れている現状などを聞くことができました。参加
者からは、この現状の中、自分たちには何ができ
るのだろうかという思いを持たれた人が多いよう
です。

　今後の展開

　一般の学校で視覚障害の子を受け入れることの
苦労や問題点が浮き出されました。ただ保護者が
普通の学校へ通わせたいと思っている以上、盲学
校の教育の方が優れていると勧めてもすぐには変
わらないと思います。その現状の中でできること
を考えてみると、保護者や先生を支援するために
役立ちそうな団体やボランティアグループ、相談
できる機関など助けになりそうな情報を発信する
ことだと思い、発信できる情報を集めようと計画
しています。
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